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イメージマップを用い「課題の見

つけ方、調べ方」（４年上１３２ペ

ージ）で既習の「大きな課題を考

えてから、その課題について知っ

ていることを書き出す。」 

この単元は、参考資料からメモを取り、自分の必要な情報から考えを持ちそれを文章にして書く。テーマ決め

はよりよいテーマであれば、調べることや自分の考えを持つことも容易にできる。そこでイメージマップを用

いてテーマ作りを行った。なお、作成するにあたり「小学国語学習指導書」「小学国語指導事例集」(光村教育

図書)を参考にすることで、この単元が何を意識させ、どんな指導が必要かを確認した。 

テーマ決め以外にも 

「引用」と「出典」 

（３年、４年時学習）も

再度確認する。 

キーワードのままでは問いにならないので、問いを

作るための手掛かりとして、「知りたいことの見つ

け方、調べ方」（３年上１３４～１３５ページ）を

もとに、「どのような」「どんな」「いつ」「どこで」

を付加することで問いが出来ることを学習する。 

「引用」と「出典」は、具体例を挙げると解りやすい。 授業の様子と児童の成果物 

この単元は、問いについて、本文では４行しか書かれておらず、時間も１２時間のうち、１～２時間で問いを 

作り、調べも１～２時間程度である。ここではできるだけ時間をかけずに問いを作ることが必要である。１時

間使って問いの作り方を説明する時間はないので、できれば簡単に必要なことのみを押さえておきたい。 

イメージマップ 考えを伝える文章 

児童はイメージ

マップを使うこ

とで、1時間の授

業で全員テーマ

を決めることが

できていた。そ

の後、テーマに

即した文章を書

いた。 


